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●展示室2・多目的展示ホールいわさきちひろ

生誕１００年　夢と記憶の画家　茂田井武展
●2008年10月1日（水）～11月30日（日）

図１　「幼年画集」より　１９４６年
現在「幼年画集」は未完の折本３冊と、折本の断簡１５枚が確認
されている。
「兄は幾日もかかって紙と木で大きなヒコーキをつくり上げた
プロペラは手でまわすようになっていた
私らはほんとうにそらをとぶつもりであった」

図３　「Ｐａｒｉｓの破片」より
　　　１９３０～３５年ごろ
「金を入れてボタンの上に
掌を置くとボタンが下から
持ち上る。掌の形と深さに
応じたカードが出て来る。
『汝は愛情深く又勇気に富
む。されど想像すべからざ
る苦しみと困難に出会うで
あろう。がついによき友を
得成功する』斯んな事が大
概どれにも書いてある」

図４　「続・白い十字架」より　
　　　１９３１～３５年

図２　駄菓子屋　１９４７年
「駄菓子屋のおばあさんは延々として生きている　一文菓子が一厘菓子に
なり一銭菓子になり一円菓子になり十円菓子になり百万円菓子になろうと
も駄菓子やのおばあさんは死なない」

図５　「退屈画帳」より
　　　１９３７年ごろ～４０年
「かれＥ嬢まことに親切にして菓
子三銭五銭買へば必ず五厘一銭が
量をわれに呉れた　われはそれを
恩とした　然るに何ぞや　われは
かれが苦しげなる歩行を見つつ面
をそむけて不関焉の様装ふとは」

図６　土のかまど　１９３６年

図７　「アサノドウブツエン」より
　　　１９４７年
娘のために描いた手作り絵本

図１０　『セロひきのゴーシュ』表紙（福音館書店）　１９５６年

図８　ホフマンのくるみわりにんぎょう　１９５３年
　　　「キンダーブック」１９５３年１２月号

図９　すてんどぐらす　１９５４年　「キンダーブック」１９５４年１１月号
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●展示室1・3②『ここが家だ――ベン･シャーンの第五福竜丸』展

　ちひろ美術館・東京には、いわさきち

ひろの復元アトリエがあります。その書

棚には、世界各国の歴史や文化に関する

百科事典が並んでいます。ちひろは、仕

事の合間にそれらを取り出しては、旅す

る気分で頁をめくっていました。アンデ

ルセンの故郷、デンマークのオーデンセ

の頁には、ちひろが挟んだ四葉のクロー

バーが今も残っています。本展では、ち

ひろが旅したヨーロッパのスケッチと、

旅の影響が感じられる絵本原画を展示し

ます。

アンデルセンを描くために

　ちひろが画家として立つ決心をしたの

は、アンデルセンのお話を紙芝居に描い

た２８歳のときでした。以来２０年近く、毎

年のようにアンデルセンのお話を描きな

がら、新たな表現を模索していました。

１９６３年６月、ちひろは旧ソ連訪問の機会

を得て、初めて西洋の地を踏みます。

「これでまたアンデルセンが描ける」と

新たな意欲を持ち、旅に同行した編集者

に、アンデルセンの「絵のない絵本」を

描きたいと申し出ます。絵本制作に向け、

ちひろは、ヨーロッパの街を「お月さま

が見たように私も歩かなければ」と思い、

１９６６年３月にヨーロッパの旅に出ます。

ちひろのヨーロッパ旅行

　画家仲間が集ったこの旅に、ちひろは

母と参加しました。ロンドンを振り出し

にローマまで各都市を３４日間で周る中、

わずかな暇を見つけては、すばやくスケ

ッチし、ホテルに戻ると水彩で色をつけ

ました。パリへ移動する途中、ちひろは

一行と別れて母と二人で、オーデンセに

も立ち寄っています。みぞれまじりの天

気の中、７時間ほどの滞在でしたが、十

数枚のスケッチを描きました（図１）。家

族へ宛てた葉書からは、この旅の大きな

目的を果たした高揚感が伝わってきます

（図２）。旅行中に描き溜めた５冊にお

よぶスケッチブックには、名所よりも、

人物を描き込んだ何気ない日常の光景が

多く、そこに暮らす人々に寄せたちひろ

の温かなまなざしが感じられます。

アンデルセンの絵本

　帰国後すぐに、ちひろは鮮明な記憶を

もとに、『絵のない絵本』を情感豊かに描

きあげます。ヨーロッパで描いたスケッ

チが随所に活かされたこの作品は、月明

かりに浮かび上がる幻想的な光景に確か

なリアリティを与えています（図４）。

　アンデルセンの生地を訪ね、その文学

への理解を深めたちひろは、『にんぎょ

ひめ』や『あかいくつ』など、アンデル

センの絵本に新たな気持ちで取り組みま

した。これまでと比べ、場面を説明する

直接的な表現から、登場人物の内面を暗

示する表現に重点が置かれるようになり

ました。また、実際に目で見て、肌で感

じたヨーロッパの風景を背景にさりげな

く織り交ぜて、物語の世界を鮮やかに浮

かび上がらせています。たとえば、『あか

いくつ』の表紙絵として描かれた作品の

背景には、フランスのアミアン大聖堂が

霧にかすむように、落ち着いた色調で描

かれ、荘厳な印象を与えています（図５）。

絵本『あかいふうせん』

　若い頃、映画館に通いつめたちひろに

とって、パリは憧れの地でした。実際に

映画に出てきた石畳を歩き、街の空気に

触れてから、いつかパリを舞台にした絵

本を描きたいという思いを抱いていまし

た。編集者から、今までとは違う、ちひ

ろらしい絵本を作るよう乞われて、ちひ

ろは、映画「赤い風船」を絵本にしたいと

こたえます。そこには、実際に訪れたパ

リや同名の映画のイメージと共に、「巴里

祭」など１９３０年代のフランス映画のイメ

ージも重ね合わされ、街の雰囲気を香り

豊かに伝えています（図６）。（原島恵）

ちひろ・旅の絵本－ヨーロッパを訪ねて－
●2008年10月1日（水）～11月30日（日）

図１　オーデンセ　アンデルセンの家　１９６６年

図４　廃墟でかめを落として泣く少女
　　　『絵のない絵本』童心社　１９６６年

図６　風船と街へ出るパスカル　『あかいふうせん』偕成社　１９６８年

図５　教会の前で踊るカーレン
　　　『あかいくつ』偕成社　１９６８年

図２　オーデンセから家族に宛てた葉書　１９６６年

図３　ローマ　猫のいる遺跡　１９６６年
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●展示室2・多目的展示ホール

　戦中から戦後の混乱期に子どもの本の

世界で活躍した、茂田井武。友人たちか

ら「ボヘミアン」と呼ばれた彼の絵には、

あたたかなユーモアと、無限の広がりを

持つ魂が息づいています。日本の絵本の

隆盛期を待たずに亡くなった彼の絵に出

会う機会は、現在、決して多くはありま

せんが、その絵を愛する人たちによっ

て、没後も大切に保存され、さまざまな

形で紹介され続けてきました。生誕１００

年を記念し、茂田井の画業の全貌を紹介

する展覧会を開催します。

幼年の輝き

　茂田井武は１９０８年、東京でも有数の旅

館だった日本橋の「越喜」の次男として

生まれました。戦後描かれた小さな未完

の画帳「幼年画集」（図１）には、幼い

ころの印象が、透明感のある水彩画で丹

念に描かれています。着物姿に前かけや

学生帽の姿で描かれる幼い茂田井は、活

劇映画のゴッコ遊びに興じたり、布団部

屋で息をひそめてかくれんぼをしたり、

友達の前で得意げにナポレオンの絵を描

いてみせたりしています。

　多感な中学生であった１５歳のときに、

生家の旅館が関東大震災で全焼し、翌年

には母を亡くします。その後の波乱にと

んだ人生のなかで、幼年時代の記憶が、

彼にとってどれほど輝かしく、大切なも

のであったか―「幼年画集」の一場面

一場面には、子どものときの感覚までが

凝縮して描き出されていて、切ないほど

の懐かしさを覚えます。

欧州の旅

　父が再婚した義母と反りが合わず、美

術学校の入試にも失敗した茂田井は、次

第に自分の居場所を失っていきました。

１９３０年、２１歳のときに、写生旅行と称し

て８０円を手に東京を発ち、博多からソウ

ルへと渡ります。すぐに金は底をつき、

ハルピンで働いて旅費を作り、シベリア

鉄道で似顔絵描きをしながらモスクワ

へ、さらにワルシャワ、ベルリンを経て

パリへ到着します。１７区にあった日本人

会の食堂で皿洗いや給仕の仕事を得た彼

は、近所の子どもたちに紙芝居を作って

喜ばせたり、週末には酒場に出かけて飲

み明かしたりと、市井の生活にとけ込ん

でいきました。いわゆる画家らしい修行

には背を向け、夜毎絵日記のように印象

を描くというのが彼の作画スタイルでし

た。現存する渡欧時代の３冊の画帳「ｔｏｎ

　ｐａｒｉｓ」「Ｐａｒｉｓの破片」（図３）「続・白

い十字架」（図４）には、デバルカデー

ル通りのカフェや店、近所の子どもや恋

人の姿、一時滞在したジュネーブの風

景、夢の断片などが描き出され、異国の

人々と哀歓を共にした青年時代の日々

を、今も生々しく伝えてきます。発表す

るあてもなく、自らの感じた美を素朴に

描いたこれらの画帳は、その表現が他の

美術の影響に関わりなく、内面の奥深く

から引き出されたものであることを示し

ています。

　１９３３年、手違いから強制送還されるこ

とになり、ロンドンからナポリ、スエズな

どを経て、船賃着払いで日本に帰国しま

す。旅の印象は、その後も画帳「古い旅の

絵本」をはじめ数々の作品に描かれ、ボヘ

ミアン的な逸話をユーモアたっぷりに記

したエッセイも数多く残されています。

放浪の詩

　帰国後、南京豆売りや鉄工所、呉服屋

の外商、化粧品の外交販売、旅館の番頭

など、３０種近い職を転々とした茂田井

は、２７歳のときから探偵小説の雑誌「新

青年」に挿絵を描くようになり、注目を

集めます。「退屈画帳」（図５）は、数多

くの作品でコンビを組むようになった探

偵小説作家・小栗虫太郎の家に寄宿して

いた日々の光景を描いた画帳で、若くし

て病で亡くなった小栗の娘への鎮魂の思

いが込められています。月の光を思わせ

る幻想的な青、白々とした光と、黒く不

吉な影―。南支派遣軍報道部の嘱託と

して広東に赴いたときの印象を描いた

「無精画帳」とともに、鬱屈した当時の

心情が色濃く映し出されています。１９４０

年代に入り、戦時色が強まるにつれ、「新

青年」の誌面も変化し、挿絵の仕事は減

っていきました。

お父さんの絵本

　１９４２年に３４歳で結婚、翌年には長女・

真弓を授かった茂田井は、それまでの放

浪者のような生活に区切りをつけ、画家

仲間のすすめもあって、子どもの本に取

り組むべく猛勉強を始めます。しかし戦

争は激化し、１９４４年に召集されて中国に

出征、北京で終戦を迎えます。

　１９４６年１月に復員し、疎開していた家

族を東京に呼び戻すと、あふれるような

勢いで絵を描き出しました。当時の画題

はアンデルセンやグリムの童話、子ども

のころの印象、おもちゃなど、童心に根

ざしたものでした。描いた絵を三畳の画

室の壁や襖いっぱいに貼り出し、娘をひ

ざに抱いて、絵をみながらお話を聞かせ

ることもあったといいます。

　１９４７年には長男・泉が、４９年には次女・

暦が誕生します。３人の子どもたちは、

茂田井にインスピレーションを与え続け

ました。描き損じの絵や反故にした紙の

裏は子どもたちの絵で埋められ、日記に

は子どもと過ごす時間の尊さ、その愛し

さが綴られています。１９５２年ごろから持

病の喘息が悪化し、自宅療養を余儀なく

されますが、童画家としての評価は高ま

り、命を削るようにしながらユーモアと

生命力に満ちた絵を子どもの本に描き続

けました。最晩年の絵本『セロひきのゴ

ーシュ』（図１０）は、病の床で筆を持つ

こともままならない状態で描かれたとい

います。宮沢賢治の童話を見事に視覚化

したこの絵本は、日本の絵本の草創期の

大きな礎となり、後に続く絵本画家たち

に影響を与えました。絵本を完成させた

半年後の１９５６年１１月２日、茂田井は４８歳

の生涯を閉じました。

　茂田井は少年のころから、印象に残る

光景を絵にしていたといいます。戦争の

空襲で若い時代の絵の多くは焼失しまし

たが、記憶のなかの映像は消えることな

くますます鮮明によみがえり、「その時

のそのまま」の姿を再現しようと繰り返

し描かれました。内面の深い部分から映

し出されたその絵は、人の心の奥の、素

朴で純粋な、懐かしいものを呼び覚まし

ます。

　本展では、１５歳のときの自画像から、

最晩年の作品まで、貴重な原画約１６０点

と数々の資料を展示します。記憶や夢を

描きとめた画帳や日記なども展示し、そ

の人間像も紹介します。没後半世紀を超

えてなお、今に生きる茂田井武の世界を

ご覧ください。　　　　　　（上島史子）

生誕１００年　夢と記憶の画家　茂田井武展　
後援　（社）日本国際児童図書評議会・日本児童出版美術家連盟・絵本学会・（社）全国学校図書館協議会
協力　後藤暦・広松由希子・大川美術館・貞末賢二・白井朋子・竹浪明・安和子

『夢の絵本－全世界子供大会への招待状－』
より　１９４８年　※架空社より１９９１年に出版
夢をもとにした長編の絵物語。生前は発表
されなかった。

●2008年10月1日（水）～11月30日（日）
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　７月２１日（祝）の｢ロバの音楽座｣ワーク

ショップ＆コンサートを皮切りに、８月

から９月１週目までの毎週日曜日に、小

学生を対象とした「こどもワークショッ

プ」が開催されました。

●７月２１日（祝）

ロバの音楽座ワークショップ

「みんなでブーパクくんをつくろう」

　吹くとブーッと愉快な音の出る楽器、

「ブーパクくん」。材料は、牛乳パック

にストローとひも、瓶の王冠などなど。

見慣れたはずのものが、世界でたったひ

とつのすてきな楽器に早変わり！　ワー

クショップ終了後も、ちひろの庭で、手

作り楽器でお話しをして遊ぶ子どもたち

の姿がそこここに見られました。

●７月２１日（祝）

ロバの音楽座「愉快なコンサート」

　中世・ルネサンスの古楽器や空想楽器

によるユニークなコンサート。見たこと

のない不思議な形の楽器や、新聞紙を使

った斬新な演奏に目を丸くする子も。最

後には、子どもたちがワークショップで

作った楽器、「ブーパクくん」も加わって

大合奏となりました。

●８月３日（日）

「積み木のラビリンス」

講師：森哲弥（彫刻家）

　一人ひとりに配られた３０センチ四方の

四角い板には、端っこと真ん中にひとつ

ずつ小さな穴が。これがビー玉を走らせ

るスタートとゴール地点。この板の上

に、ゴールまでの長～い迷路を作りまし

た。木片を使った立体的で個性的なラビ

リンスに、みんな大満足。

●８月１０日（日）

「再生紙でつくる壁飾り」

講師：森友見子（造形作家）

　水でふやかした色とりどりの紙を、素

材別・色別にみんなでちぎり、水と一緒

にミキサーへ。ザルにあけて軽くしぼ

り、糊を加えてよく混ぜたら紙粘土ので

きあがり。ベニヤ板の上に、紙粘土で思

い思いの形を作って、再生紙からすてき

な壁飾りができました。

●８月１７日（日）

「色の本をつくろう」

講師：ちひろ美術館学芸員

　ちひろ独特のにじみやぼかしの説明の

後、大きく切った障子紙に、みんなで筆

や指を使って水彩絵の具を塗ったり、水

をたらしたり。乾いたら、好きな色の組

み合わせを５枚切り抜いて重ね、美しい

色の本が完成。何気なく目にしている色

の不思議に気づいたひとときでした。

（川口恵子）

なつ！こどもワークショップ開催

活動報告

「水育」（みずいく）とは、サントリーが、

環境への取り組みの一環として展開して

いる、水をテーマにした小学生を対象と

する体験型学習支援活動のこと。かけが

えのない水について学び、水を育む自然

の大切さを子どもたちに伝えよう、とい

う活動です。

　水の日の８月１日にあわせて、お台場

にあるサントリービルで行われたこのイ

ベントは、今年で３回目。ちひろ美術館

では、館内でも人気のワークショップ、

「ちひろの水彩画にチャレンジ！」でこ

のイベントに初参加しました。同時に多

人数が取り組めるワークショップをと考

え、水彩のにじみを切り取って台紙に貼

り、しおりに仕立てて持ち帰るという手

順に。刷毛で水を塗った紙に絵の具を落

とし、にじみを体験、水の特性を体感し

てもらうことがポイントです。

　水に関するクイズラリーや水の性質を

利用した実験ショー、世界の水の飲み比

べなど、たくさんのプログラムがあるな

か、４００名近い子どもたちがちひろブー

スに来てくれました。一時は入場制限を

しなければならないほどの混雑でした

が、ブースへ来てくれた子どもたちはみ

な楽しそうにチャレンジしていました。

絵の具が乾くまで別のブースに参加し

て、「そろそろ乾いたかなあ」と戻ってく

る子や、「もう１回やりたい」と再度絵の

具コーナーへ来る子どもも。

　第１回目の２００６年には約４００名の参加

だったそうですが、第３回目の今回は来

場者数が７００名をこえ、大盛況でした。

　次代を担う子どもたちに、環境教育の

ほか、美術や音楽、スポーツなど、子ど

もの感受性を育てる支援プログラムを行

っているサントリー。私たちが取り組ん

できた教育普及活動が、美術館内や学校

だけではなく、他分野のプロジェクトと

も連携することのできる可能性を感じた

一日でした｡　　　　　　　　（阿部恵）

参考：http://suntory.jp/MIZU-IKU/

主催：サントリー株式会社／後援：東京都港区・港区教育委員会

サントリー「水育」親子わくわく体験教室ｉｎお台場　ワークショップ参加

７月２１日（祝）・８月～９月第１週までの毎週日曜日

８月１日（金）
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　新宿区河田町にある東京女子医科大学

総合外来棟地下１階に、ちひろのピエゾ

グラフ１０点を展示、各フロアの授乳コー

ナーにも複製画を飾りました。この展示

は、看護師、ソーシャルワーカー、栄養

課のスタッフが所属する「子どもの目線

にたった看護の提供を考える」プロジェ

クトチームからの申し込みにお応えして

実現したもの。展示の飾りつけ作業に

は、プロジェクトの皆さんもお手伝いに

駆けつけてくださいました。「心がなご

みます」「気持ちが落ち着く」という患

者さんからのコメントや、「私たちの病

院に来てくれてうれしい」「患者さんとの

コミュニケーションのきっかけになる」

という病院スタッフからの声も届いてい

ます。また、女子医大看護学部の高校生

向けオープンキャンパスの施設見学コー

スに、このコーナーの見学を組み込んで

くださったといううれしいお知らせも。

安曇野の長野県立こども病院に次いで、

東京の病院施設での初めてのピエゾグラ

フ展となりました。　　　　　（阿部恵）

「ちひろと俳句」展（展示期間：５月１４

日～７月１３日）の関連企画として開催さ

れた俳句イベント。６歳から９２歳までの

幅広い年代の方々から、１１２９句の応募を

いただきました。多数のご参加、ありが

とうございました。

　なかには授業の一貫として取り組む小

学校や中学校もあり、絵の前で「五・

七・五」と指折り数えながら、熱心に俳

句を考える子どもたちのほほえましい姿

も。説明的な要素をはぶき、見る人の想

像力を刺激するちひろの絵と、世界で最

も短い形式の詩である俳句。新たなコラ

ボレーションの試みから、斬新な作品が

多数集まりました。

　選考の結果、入選作品１５句、うち各賞

として松本猛賞１句、キュレーター賞２

句、ちひろ美術館賞５句を決定しまし

た。技巧的な面を重視するのではなく、

「ちひろの絵と俳句のことばが響きあ

い、イメージの広がりを感じさせるも

の」を選考基準に、入選作品と各賞を選

出しました。　　　　　　　（山田実穂）

★松本猛賞、◎キュレーター賞、○ちひろ美術館賞

活動報告

「ちひろの絵であなたも一句」選句発表

東京女子医科大学スタッフの皆さんと

講　評
★松本猛賞
　（安曇野ちひろ美術館館長　松本猛）
「裸児（はだかご）の尻の白さや夏光る」
夏のまぶしい陽射しと、子どものエネルギーが
絵と響きあって、元気な声が聞こえてくるよう
です。子どもたちの夏の世界がここにはある。
ちひろもきっと、そんな思いでこの絵を描いた
のでしょう。
◎キュレーター賞
　（「ちひろと俳句」担当　山田実穂）
「早蕨や摘む指先もやはらかく」
早春のわらびの瑞々しさとともに、少女の柔ら
かな生命感をとらえたところに、新鮮な印象を
覚えました。
「あぢさゐの色の染みたる小雨かな」
淡い紫色のにじみから、絵にはない紫陽花をイ
メージしていて、しっとりと濡れた空気や水に
映る色彩が感じられます。
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９
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と
麦
と
子
ど
も
た
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１
９
６
０
年
代
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ば

�������	
��
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②
水
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と
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見
る
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ど
も

１
９
６
０
年
代
後
半

�������	
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⑦
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１
９
７
３
年

東京女子医科大学病院でピエゾグラフ展スタート
７月２６日（土）
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窓 映画『赤い風船』
松本由理子（ちひろ美術館・東京　副館長）

「ちひろさんが絵本化したラモリスの映画

『赤い風船』、５０年ぶりに劇場公開できるこ

とになったんです」との電話が入ったのは

３月のことだった。

「赤い風船」は、アルベール・ラモリスが

１９５６年に作った３６分の短編映画だ。パリの

街並みを背景に、赤い風船と少年との交流

を詩情豊かに描き、カンヌ国際映画祭パル

ム・ドール賞をはじめ数々の賞に輝いてい

る。同年８月に日本でも公開されたが、ビ

デオで見ることはできても、劇場のスクリ

ーンで見ることができない幻の名画だっ

た。その作品が、このたびデジタル・リマ

スターして鮮やかに蘇り、７月下旬の東京

を皮切りに順次全国展開するので、ちひろ

の絵本を劇場に置かせてほしいという。

　東京館の秋の展示では、パリを描いた絵

本作品として、『あかいふうせん』が展示さ

れる。ならばご一緒にと、宣伝面での協力

へと話が広がっていった。

　お盆のさなか、銀座の上映館に足を運

ぶ。なつかしいメロディー、スクリーンい

っぱいに広がった映像は、息をのむほど美

しかった。映画が作られたのは１９５６年。第

二次世界大戦が終わって１０年ぐらいしか経

っていない。舞台となったメニルモンタン

は、パリの中心部を見下ろす丘の上にあ

る。石畳の階段と古いアパルトマンのたた

ずまいは、ちひろが愛した戦前の名画「巴

里祭」の冒頭シーンそのものだ。パリの街

はもちろん、街行く人々やパスカル少年と

風船の何気ない仕草、風船を追い詰める悪

ガキ（？）たちすら魅力的だ。過剰な表現

があふれる今、なんと清清しいことか。ち

ひろが心惹かれたのがよくわかる。

　帰りぎわ、受付をのぞく。映画のカタロ

グとともに、ちひろの絵本『あかいふうせ

ん』が置かれていた。「大人気です。１００冊

も出ているんですよ」との言葉がうれしい。

美術館

日記
7月24日（水） 

毎日曜に行われる「こどもワーク

ショップ」を中心に、この夏はイ

ベントが目白押し。さまざまな美

術館活動をいち早くお知らせした

いとホームページにブログ（日記）

をスタートした。まずは７月２１日

開催の、ロバの音楽座のワークシ

ョップとコンサートから。写真と

ともに、各担当者が感じたままに

綴る、もう一つの美術館日記に。

8月4日（月） 

１２月１５日、ちひろの誕生日発売を

めざして、いわさきちひろ生誕９０

周年記念ＤＶＤ＋ＢＯＯＫ「ちひろ

ＷＯＲＬＤ（仮）」の制作が進めら

れている。映像と音楽で楽しむ高

画質の２枚組ＤＶＤに加え、ちひ

ろの絵を通して子どもとの対話が

楽しめるコミュニケーションカー

ド付き。今日も長時間にわたり、

収録作品選びが行われた。

8月14日（木） 

夏休みとあって、館内にはたくさ

んの子どもたちの姿が。最近は友

達同士で来館する中高生も多い。

どうやら夏休みの宿題で訪れてい

る様子。絵の前で熱心にメモを取

ったりスケッチしたり。「ここを

選んでよかった」「お気に入りの絵

をみつけた」「絵がもっと好きにな

った」……来館者ノートにはこん

な感想も。

8月16日（土） ・ 

連日、短時間外にいるだけでも熱

中症が危惧されるほどの暑さ。と

思えば雲行きが一転し、突然襲っ

てくる局地的な豪雨。このところ

�荒々しい�と感じるような天候が

続く。今日もバリバリッと雷が鳴

ったと思ったら、一瞬にして豪雨

に。不安そうに、雨のおさまりを

館内で待つ来館者の姿も。

8月20日（水） 　

ちひろ美術館ホームページの英語

サイトを大きくリニューアル。英

語・韓国語・中国語で構成されデ

ザインも一新、楽しいページとな

った。韓国の絵本関係者からもさ

っそく「見ましたよ」との声が寄

せられた。国を超えてさまざまな

方が、ちひろとちひろ美術館を知

るきっかけとなればうれしい。

8月30日（土） ・ 

相田みつをの詩・書とちひろの絵

による詩画集『みんなほんもの』

が本日発売となった。「親子の心

をつなぐ絆シリーズ」２冊目の絵

本。売上の一部はユニセフに寄付

される。９月２日から相田みつを

美術館で行われる刊行記念展のた

め、夕方、ちひろのピエゾグラフ

作品が搬出された。

ひとこと

ふたこと

みこと

7月12日（土）

日々の忙しさに疲れた心を癒した

くて、ちひろさんの絵に会いに来

ました。優しい緑の庭に囲まれた

美術館の建物を見るだけで、ほっ

とします。今年の夏は、義母が病

に臥せっておりますので、義母の

枕元で、ちひろさんのきれいなお

花の絵本を見せてあげようと思っ

ています。寝たきりの義母に何も

してあげられませんが、美しいも

のを見せてあげたいです。「入道

雲」の絵が目に飛び込んできまし

た。心にうつして帰ります。

（ｓｅｔｕｂｕｎｓｏｕ）

8月6日（水）

ふと目にとまった１枚のリーフレ

ット。安曇野に行ったことはあっ

たのですが、出張で来たのでふら

っと寄ってみました。現在、教育関

係の仕事をしていますが、�どんな

子どもでも、夢を持った美しい子

どもにみえてしまう�というちひ

ろさんの言葉にはっとさせられま

した。私は、自分のクラスの子ど

もたちの何を見ていたのか……。

「大人というものはどんなに苦労

が多くても、自分の方から人を愛

していける人間になること」。や

さしくあったかい絵と、ちひろさ

んの言葉に励まされ、明日からの

一歩が何だか楽しいものになりそ

うな予感でいっぱいです。（みい）

8月8日（金）

以前から来たかった場所に、今日

やっと来ることができました。同

じ東京に住んでいるのに、なかな

か決心がつかず……。「思いッき

りイイ�テレビ」の特集でちひろ

さんの命日だと知り、思わず足を

運びました。もっと早く来ればよ

かった。涙が出るほど、すてきで

した。また来ます。　（若林香織）

8月16日（土）

初めてここの美術館に来ました。

今は亡き祖母に、ちひろさんの絵

について書かれた本をもらい、落

ち込んだときによくその本を見て

いました。淡くフワッとしたちひ

ろさんの絵は、他の画家の描く絵

から感じられるものとはまた違う

魅力を感じます。また、なぜかそ

の絵を見ていると、とても心が落

ち着きます。今回この美術館でち

ひろさんの絵の技法を知ることが

でき、うれしいです。「秘すれば

花なり、秘せずば花なるべから

ず」という世阿弥の言葉は、本当

にちひろさんの絵に生かされてい

ると思います。　　　（大学２年）
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●次回展示予定　12月3日（水）～1月31日（土）

●ギャラリートーク
毎月第１・３土曜日１４：００より展示室にて、作品の解説や展示のみどころなど
をお話しします。１０月１５日（水）、１１月１９日（水）は松本猛（安曇野ちひろ美術
館館長）がお話しします（参加自由）。

●えほんのじかん　
毎月第２・４土曜日１１：００より展示や季節にあわせて、絵本の
読み聞かせなどを行います（参加自由）。
※授乳室もご利用になれます。

●新刊紹介
　『茂田井武美術館　記憶ノカケラ』

「あやめと少女」　１９６７年

●「茂田井武展」関連イベント

ケース展示では見られない貴重な画帳の全ページを、学芸員がめくって解説します。
○日　時：１１月１日（土）　幼年の輝き－「幼年画集」と「シネマトグラフの影響」－
　　　　　１１月８日（土）　欧州の旅－「Ｐａｒｉｓの破片」と「古い旅の絵本」－
　　　　　１１月１５日（土）　放浪の詩－「退屈画帳」と「無精画帳」－
　　　　　１１月２９日（土）　お父さんの絵本－「アサノドウ
　　　　　　　　　　　　ブツエン」と「巴里の子供」－
　　　　　※各回１７：１５～１８：１５
○場　所：図書室　
○参加費：各回５００円
○定　員：各回２０名（要申込・定員になり次第締切）

ちひろの絵は西洋で発達した水彩

絵の具を主な画材としています

が、にじみや筆の勢いを用いた描

法や、大胆な余白の生かし方、絵

に対する考え方には日本の伝統的

な絵画の影響が見られます。本展

ではちひろの水彩画や絵本の原画

を、水墨画とともに展示し、その

表現との接点を探ります。

ちひろ美術館コレクション展Ⅲ
絵のなかの音

茂田井の大ファンでもある
人気イラストレーターが、
今に生きる茂田井の魅力を
語ります。
○日　時：１０月２５日（土）
　　　　　１７：００～１８：３０
○場　所：図書室　
○参加費：８００円
○定　員：６０名（要申込・定員になり次第締切）

茂田井武／著・絵、広松由希子／編
生誕１００年を記念して、新資料や発掘作もあわせ、茂田
井の画業の全体と人間像を紹介する待望の作品集が刊
行されます。
寄稿文：奈良美智、おーなり由子、片山健、ささめや
ゆき、１００％ＯＲＡＮＧＥ、荒井良二、柴田元幸
発売日：２００８年９月２９日
定価：２,５２０円（税込）
発行：講談社

トーク｢茂田井とコドモタチ｣
及川賢治（100％ORANGE）×広松由希子（絵本家）

●お知らせ
　いわさきちひろ　きせかえツール
　配信スタート

携帯電話専用サイト「きせかえモール」で、待ち受け
画面やメニュー画面を簡単にカスタマイズできる、い
わさきちひろのきせかえツールの配信がスタートしま
した。
※対応端末・詳細はこちらでご確認ください。

　http://kisekaemall.jp/
※有料のサービスとなります。

茂田井武の〈こっそり〉画帳を囲む会（全４回）

セイフ・エディーン・ロウタ（スーダン）　「飛び込む猫」　１９８４年

ちひろ生誕90年記念展

ちひろと水墨
歌や笑い声、雨や風の音、小

鳥のさえずり……絵をみてい

ると、さまざまな音が聞こえ

てきます。絵には、描かれて

いるものをみるだけでなく、

描かれていないものを想像す

る楽しみもあります。各国の

絵本画家が描きだす「音」を、

お楽しみください。

「古い旅の絵本」より　１９４３－４４年
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